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全 体現 在 の 就 業 状 況新卒時の雇用形態 無 職 者再就職者非離職者











生 活 学 科
離 職 時 期 食物栄養専攻生活福祉専攻
















































































































































％人 数％人 数％人 数
31.86837.43427.634できる限り（定年まで）
10.32211.0109.812結婚を機に辞めるつもり
14.0308.8817.922妊娠・出産を機に辞めるつもり
20.14320.91919.524他によいところがあれば転職したい＊
9.3208.889.812先のことは考えたことがない
11.22413.2129.812その他（自由記述）
3.370.005.77無回答
10021410091100123合 計
＊専門職（18人）、非専門職（16人）、職種にこだわらない（９人）
佐々木・綱島・和島・村中・若杉・島崎・加藤
－ 76 －
と再就職者との間で大きな違いはみられず、
「できる限り（定年まで）」と回答した有職者が
全体で30％存在する一方、「他に良いところが
あれば転職したい」と回答した有職者も20％存
在していた。また、「結婚を機に辞めるつもり」
と「妊娠・出産を機に辞めるつもり」と回答し
た有職者は合わせて25％近くいた。また、自由
記述では「夫の転勤まで仕事を続けたい」や
「管理栄養士を取るまで今の仕事を続けたい」と
いう回答もみられた。
Ⅳ．考察
１．離職者の実態
新卒者で３年以内に離職した人の割合は「３
年後離職率」呼ばれ（離職しなかった人の割合
を用いて定着率と呼ぶこともある）、就活生が
入社後の働きやすさを計る目安の一つとされて
いる８）、９）。その一方で、新卒者にとって就職３
年目以降は仕事に対してある程度余裕が生ま
れ、スキルアップを考え始める大事な時期でも
ある。しかしながら、本調査により、本学部卒
業生の３人に１人が新卒就職後３年以内に離職
していることが明らかとなった。この結果は、
保育・介護職を中心に報告されている全国的な
傾向に通じており、また、離職理由の最たるも
のが「職場の人間関係」というのも先行報告さ
れていることと同様である10）、11）。このことに対
し、本学部の就職委員会において、『本学部の特
徴として、専門職の場合（栄養士の派遣会社は
除く）、応募時に併願できない状況があり（一つ
の就職先での試験結果が出ないと次が受けられ
ない／一度決まってしまうと変えられない）、
それ故の「ミスマッチ」による離職もあるので
はないか』との指摘があった。
２．課題および今後の予定
本調査の課題としては、調査票の回収数が期
待したほど多くなかったことが挙げられる。今
回、同窓会名簿を基に調査票を発送したが、宛
先不明のため、計100通（生福：14通、食物：
35通、幼教：51通）が返戻されてきており、卒
業生の確かな現住所を知る方法を検討する必要
がある。また、離職の際、再就職者の２割程度
しか本学の教職員に相談していない事実を踏ま
表14 いつまで仕事を続けるか（自由記述）
いつまで仕事を続けるか学科・専攻現 在 の就業状況
次の仕事は考えていないが、来年辞めたい／管理栄養士を取得でき
たら転職したい／管理栄養士を取るまでは続けるがその先は様子見
／いつまで続けるかはまだ分からないが、自分の夢の実現のために
いつかは辞めようと思っている／まだ分からない／厨房業務が続く
ようならば、管理栄養士免許取得後、スキルアップのため、他のとこ
ろで仕事がしたい
生活学科：
食物栄養専攻非離職者
今年度いっぱいで辞めるつもり／今の仕事を辞め、事務系に進みた
い／その時の状況によって／憧れの先生のスキルに近づけたら幼児教育学科
管理栄養士の資格を取得した時の会社の対応をみて、残るか、転職
か考えたい／そろそろ辞めたいと考えている／任期（雇用期間）が
切れるまで／子どもが生まれて続けられる環境なら続けたい／体が
続く限り／夫の転勤まで／雇用期間が切れるまで続けるか、管理栄
養士が取れれば移りたい
生活学科：
食物栄養専攻
再就職者
夫の転勤まで／秋になったら。通うことが出来なくなるため／同じ
施設内の違う部門にいずれ異動したいと上に伝え就職した／目標に
たどりつくまで続ける
幼児教育学科
短大生の卒業後の動向と仕事に関する調査
－ 77 －
えると、卒業生からの連絡を待つのではなく、
教職員の方からも積極的に連絡を取るなど、卒
業生とのより密な繋がりを築くことも今後検討
する必要がある（現在検討中の案としては、「毎
年、夏季休業期間において、各ゼミ担当教員が
ゼミの歴代卒業生に対して連絡を取る」、「各学
科・専攻において、卒業生を対象としたスキル
アップ講習会等を定期的に行う」、などの意見
が出ている）。最後に、本調査における今後の
分析について少し紹介すると、本稿では、３学
科・専攻をひとまとめにして分析を行ったが、
今後は、学科・専攻単位での離職実態について、
それぞれの特徴を念頭に置いた詳細な分析を行
う予定である。
謝辞
本学史上初めての大規模な就業調査の遂行に
あたり、旭川大学短期大学部就職委員会および
キャリア支援課の支援の下、協力を頂いた卒業
生たちに心より感謝の意を表す。
摘要
2015年の夏において、旭川大学短期大学部
（生活学科：生活福祉専攻；食物栄養専攻、幼児
教育学科）の卒業生を対象とした本学史上初め
ての大規模な就業調査を行った。調査対象者は
2001～2015年卒の1,358人であったが、調査票
の有効回収率は18.0％で、実際に分析した対象
者は245人であった。本調査により、本学部卒
業生の半数が初職から離れており、３人に１人
が新卒就職後３年以内に離職していることが明
らかとなった。また、離職理由の最たるものは
「結婚・妊娠・出産」以外では「職場の人間関
係」であった。
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